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～コア物価の上昇率がやや拡大するも、物価の安定基調は不変～ 
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・ ８月の英国の消費者物価は前年比＋3.1％と、引き続きＢＯＥの政策目標（２％±１％）の上限バンド

を上回ったものの、４月の同＋3.7％をピークに上昇率は縮小基調にある。コア物価（エネルギー・食

料・アルコール・たばこ除く）は同＋2.8％と、衣料品のマイナス幅が縮小したことを主因に前月（同

＋2.6％）から上昇率がやや拡大（右図）。但し、均してみれば、ＶＡＴ税率の時限緩和措置の終了に

よって年初に水準を切り上げた後は、足元にかけて徐々に上昇率が縮小傾向にある。 

・ 間接税を除く総合指数は同＋1.5％と安定圏で推移（左図）。総合・コアともにヘッドラインの上振れ

が示唆するほど、物価の安定基調は崩れていない。来年１月からＶＡＴ税率がさらに引き上げられる

ため、インフレ率は2011年を通じて高止まりしよう。だが、先行きの景気を巡っては、朝方発表され

たRICS住宅判断（７月：▲８→８月：▲32％）で住宅市況の一段の軟化を確認。財政再建の本格化が

景気に与える影響を巡る不透明感も強い。表面物価の上振れが続いても期待インフレに点火する兆し

が見られない限り（８月のインフレ態度調査は16日発表）、ＢＯＥは静観を続ける構え。 
■英国の消費者物価（前年比） ■英国のコア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く
出所：英連邦統計局 出所：英連邦統計局
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■英国の消費者物価（％）

2009 2010 2010
3Q 4Q 1Q 2Q 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

消費者物価 （前期比） 0.6 0.7 0.7 1.3 -0.2 0.4 0.5 0.6 0.2 0.2 -0.3 0.5
（前年比） 1.5 2.1 3.3 3.4 3.4 3.0 3.4 3.7 3.4 3.2 3.1 3.1

コア消費者物価 （前年比） 1.7 2.2 3.0 3.0 3.2 2.9 3.0 3.1 2.9 3.1 2.6 2.8
食料品 （前年比） 2.6 1.7 1.8 2.2 1.9 1.4 2.0 2.8 1.8 1.9 3.3 4.1
アルコール （前年比） 4.0 4.6 3.0 3.4 4.8 1.2 2.8 4.6 2.2 3.3 2.8 1.8
タバコ （前年比） 3.8 4.1 7.0 8.1 7.5 7.0 6.5 9.1 7.8 7.4 7.3 7.2
エネルギー （前年比） -4.0 0.5 7.3 8.2 7.8 5.6 8.5 9.6 9.1 5.8 5.6 5.4

住宅用燃料 （前年比） 1.7 -6.6 -5.3 -2.5 -5.2 -6.9 -3.9 -2.8 -2.0 -2.6 -1.9 -2.4
自動車燃料 （前年比） -10.6 8.9 24.0 21.1 25.2 22.2 24.6 25.2 22.7 15.8 14.3 12.0

注：消費者物価の前期比は季節調整前。コア消費者物価は食料・アルコール・タバコ・エネルギーを除く。
出所：英連邦統計局  


